
                           

 

学 長 定 例 記 者 会 見  要 項 

 

 

日  時： 平成２８年１１月 1５日（火） １１：００～１１：４５ 

場  所： 法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階） 

 

 

    発表事項   

１． プリンテッドセンサの実用化開発へ 

～株式会社フューチャーインク、1.7憶円の資金調達により開発本格化～ 

２． 山形大学の研究紹介～子どもと築く復興まちづくり～ 

３． 学生が空き家をリノベーション、“Agasuke House”がオープンします 

４． 山形県地質図（10万分の1）を出版 ～50年ぶりの発行～ 

  

  お知らせ   

１． 廣瀬教授がＪＳＴの大学発新産業創出プログラムに採択されました 

２． 社会人力育成山形講座 総括フォーラムの開催 

３． 山形大学校友会設立10周年事業について 

４． バーチャルオープンキャンパスはじめました 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２８年１２月６日（火）１１：００～１１：４５ 

場  所：法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階）   



学長定例記者会見（11 月 15 日）発表者 

 

１．プリンテッドセンサの実用化開発へ 

～株式会社フューチャーインク、1.7 憶円の資金調達により開発本格化～ 

有機エレクトロニクス研究センター長  時任
と き と う

 静士
し ず お

  

学術研究院 准教授（大学院理工学研究科担当）  熊木
く ま き

 大介
だいすけ

 

 

 

２．山形大学の研究紹介～子どもと築く復興まちづくり～ 

学術研究院 教授（子ども環境・都市計画）   佐藤
さ と う

 慎也
し ん や

 

 

 

３．学生が空き家をリノベーション、“Agasuke House”がオープンします 

理学部数理科学科3年  高橋
たかはし

 幹佳
ま さ よ し

 

人文学部法経政策学科2年   羽田
は ね だ

 春香
は る か

 

 

 

４．山形県地質図（10 万分の 1）を出版 ～50 年ぶりの発行～ 

学術研究院 教授（構造地質学） 大友
おおとも

 幸子
ゆ き こ

 

山形応用地質研究会 会長 吉田
よ し だ

 郁夫
い く お
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                                  平 成 ２ ８ 年 １ １ 月 １ ５ 日 
山 形 大 学 

 

プリンテッドセンサの実用化開発へ 

～株式会社フューチャーインク、1.7億円の資金調達により開発本格化～ 

 

 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）の時任静士教授と熊木大介准教授らが平成 28年 4

月1日に設立したベンチャー企業「株式会社フューチャーインク」が、科学技術振興機構（JST）の出資型新事

業創出支援プログラム（SUCCESS）および、山形県内の金融機関（米沢信用金庫、きらやかキャピタル、荘

銀地域協奏ファンド投資事業組合）、ベンチャーキャピタル（東北イノベーションキャピタル、三菱UFJキャピタ

ル）を割当先とする第三者割当増資により、総額1億7700万円の資金調達を実施致しました。  

株式会社フューチャーインクでは、印刷プロセスで電子回路を形成するプリンテッドエレクトロニクス注 １）技

術に関する事業を展開しており、すでに電子デバイス製造用の微細印刷装置に向けた銀ナノ粒子インク注 2 ）

の販売を開始しています。将来的にはこの技術を発展させ、印刷技術を使って大面積センサシートや人の体

に貼って使える絆創膏型の無線センサタグなどを製造・販売するプリンテッドセンサ注 3）事業を展開していく予

定です。今後は、調達した資金を基に、これらのプリンテッドセンサの実用化開発を加速させ、ヘルスケアや

医療用途を中心としたプリンテッドセンサ事業を推進していきます。  

 
 

 

１．企業概要  

社名： 株式会社フューチャーインク（Future Ink Corporation） 

設立日： 平成２８年４月１日  

所在地： 山形県米沢市城南４－３－１６（山形大学工学部キャンパス内）  

資本金： １億８７００万円：資本準備金を含む（平成２８年１１月１５日現在）  

代表取締役： 時任  静士  

社員数： ５名（パートタイム含む）  

 

 

２．事業内容  

株会社フューチャーインクは、ＪＳＴの研究成果展開事業大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ）の

支援の下、時任・熊木研究室で得られたプリンテッドエレクトロニクスに関する研究開発成果をもとに、微

細印刷装置に向けた銀ナノ粒子インクの開発・販売や、その応用製品であるフィルム型のプリンテッドセ

ンサを試作・開発する山形大学発のベンチャー企業です。 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）の時任教授、熊木准教授の研究グループでは、

印刷法を使って形成する半導体回路の高性能化技術や、生体情報を電気的にセンシングする有機ＴＦ

Ｔ注 4）型バイオセンサの開発など、プリンテッドエレクトロニクスに関連した研究開発を進めています。  

プリンテッドセンサは、薄いフィルム上に印刷プロセスで形成された電子デバイスで、人に貼って使うこ

とや衣服として装着した際にも違和感が無いフィルム型のセンサデバイスを実現できるため、ヘルスケア

や医療分野において今後ニーズが大きく拡大すると期待されています。  

株式会社フューチャーインクは、今回調達した資金を基に、プリンテッドセンサのデバイス開発を加速

させ、ヘルスケアや医療応用に向けた大面積シート型センサや絆創膏型の無線センサタグといった、高

付加価値の新しいセンサデバイス市場を開拓します。 
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開発段階の絆創膏型の無線センサタグ（温度センサタイプ）  

 

＜用語解説＞ 

注１）  プリンテッドエレクトロニクス  

印刷法を用いて電子回路を形成する研究分野の総称で、とくに薄い電子デバイスを大量に低コストで

製造できる技術が産業的に非常に注目されています。  

 

注２）  銀ナノ粒子インク  

数十ナノメートルの銀粒子を溶媒に分散させたインクで、印刷して配線を形成できる電極材料です。  

 

注３） プリンテッドセンサ 

印刷法を使って作製されたセンサデバイスを指します。 

 

注４）有機ＴＦＴ 

有機材料によって構成された薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）。ＴＦＴは複数の電極

層や半導体層、絶縁層から成る積層構造であるため、印刷法を使って高性能な半導体回路を形成する

には、数百ナノメートルの膜厚を制御しつつ、数μｍの微細なパターニングを行う高度な作成技術が必

要とされる。 

 

＜本件お問い合わせ先＞  

＜株式会社フューチャーインクに関すること＞  

株式会社フューチャーインク 

〒992-8510 山形県米沢市城南4‐3‐16 

担当：熊木  大介  

TEL: 0238-26-3290、FAX: 0238-26-3788 

E-Mail : daisuke.kumaki@futureink.co.jp 

 

＜報道担当＞ 

山形大学  総務部総務課（広報室）  

〒990-8560 山形市小白川町１－４－１２  

担当：菅井  久美子  

TEL:023-628-4008、FAX:023-628-4013 

E-mail：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                   平成２８年１１月１５日                  

山 形 大 学 

山形大学の研究紹介～子どもと築く復興まちづくり～ 

建築・都市計画分野、福祉や教育分野を融合する形で研究を進めている佐藤慎也教

授（子ども環境・都市計画）は、主に①冒険遊び場における子ども環境のネットワーク

化に関する研究、②建築・まちづくり等教育手法をベースにした総合的な学習に関する

研究③少子高齢化社会における住環境形成に関する研究を行ってきました。東日本大震

災を契機として、2011年から「子どもと築く復興まちづくり」プロジェクトを日本ユ

ニセフ協会、竹中工務店と協働で実施しています。 

1. 最近の研究活動 

 東日本大震災を契機として 2011 年冬より「子どもと築く復興まちづくり」プロジェクトを日本

ユニセフ協会、竹中工務店と協働で実施してきました。学校教育としてのまちづくり学習、内遊

びとしての子どものまち、外遊びとしての冒険あそび場、を柱としています。本事業の成果とし

て以下の点が挙げられます。 

2-1 まちづくり学習 

①「未来の教室を考える」授業 

 2012年 大槌町立赤浜小、安渡小、大槌北小、大槌小５年生84名を対象として「未来の教室」を

考える模型づくりワークショップを実施しました。子どもたちの模型で表現された考えを咀嚼し、

報告書にまとめ、当時の子どもたちのアイデアを活かすことを設計公募条件に加えてもらいまし

た。今年秋におおつち学園の校舎が創られました。 

②「ふるさと七郷まちづくり」授業 

 2012年から仙台市立七郷小学校６年生を対象として「ふるさと七郷まちづくり」を総合的な学

習の時間の集大成として実施してきました。こちらは児童約160名が七郷地区の10年後の未来を１

：５００の模型で作成するものです。昨年は国連防災会議パブリックフォーラムで発表および展

示を行ないました。 

③「未来の公園を描こう」授業 

 2015年から石巻市立門脇中学校１年生を対象に「未来の公園」を模型で表現する授業を総合的

な学習の時間として実施しました。生徒たちのアイデアは竹中工務店設計担当者の手で具体的な

図面として表現した後、具体的な３つの公園像を作成し、基本設計に採り入れました。2016年度

は実際にハンギングバスケットを作成する学習を行い、来春にできる公園づくりの花壇デザイン

を行ないました。来年度には公園が完成し、継続的に花壇整備が可能な環境づくりを目指してい

く予定です。 

写真1・2・3 「未来の公園を描こう」生徒の作品発表・設計者の模型説明・ハンギングづくり 



 

2-2 子どものまち 

 2012 年から毎年 10 月に「子どものまち・いしのまき」を地域団体とともに行なってきました。本年

度で５回目を迎え、２日間に渡り親子 1,200 名が参加し、山形大学学生を含む延べ 100 名がボランテ

ィアとして支援しました。この「子どものまち・いしのまき」では全国でも珍しく道路に人工芝を敷

き、遊び空間を創りだすストリートパーティという形を加えており、初年度は仮設住宅で離ればなれ

になった家族同士の再会の場ともなりました。子どもたちも成長し、中学生となった子の中には子ど

ものまちの運営にも意見を持つようになっており、今後の担い手として期待されています。また山形

大学校友会からも学生派遣のための助成を受けており、他大学の学生たちとともに若いボランティア

の交流の場ともなりました。 

2-3 冒険あそび場 

 岩手県大槌町では日本ユニセフ協会、地元地権者と協働で 2014 年度に里山まるごとプレーパークを

実施しました。大槌町では町の中心部が被災したために２つの河川流域沿いに仮設住宅が分布してい

ますが、地価高騰などもあり、十分な遊び場の確保が難しい状況が続いてきました。2016 年には Light 

up Nippon の活動に合わせて「落書きハウス」と「ランタンづくり」を行いました。現地で遊び場づく

りを行なう個人や NPO などとも連携しながら、復興区画整理事業後の公園づくりを地域の人たちの手

で行なえるような形の支援をできればと考えているところです。 

 

2. 今後に向けて 

 被災地での子ども支援、子育て支援の研究活動は、今後の少子高齢化が進む地域での子育てしやす

い環境づくりの研究活動にも通じるものがあり、今後の山形県での住環境づくりの一助となれればと

考えています。 

 

 

 写真４・５ 2016年8月 里山まるごとプレーパーク Light up Nipponでの子ども環境づくりの支援研究活動  

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

山形大学学術研究院 教授 

  佐藤慎也 (子ども環境・都市計画) 

電話：023-628-4377 

Mail：ssato@e.yamagata-u.ac.jp 



研究紹介	

山形大学地域教育文化学部	
佐藤慎也	



研究紹介　　　　　　　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
地域づくりを主題に建築・都市計画分野、	

　福祉・教育分野を融合するような実践的な研究・教育活動	

• 冒険遊び場における子ども環境のネットワーク化に関する研究	
• 建築・まちづくり等教育手法をベースにした 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合的な学習に関する研究	

• 少子高齢化社会における住環境形成に関する研究	



最近の主な研究・実践活動　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

①まちづくり学習	
②こどものまち	
③冒険遊び場	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

1986年〜 
冒険あそび場の実践・研究	

①被災地の遊び場活動	
②「新しい東北」の取組み	
③復興住宅地の 
　　コミュニティ再生の試み	

	

	

日本冒険遊び場 
づくり協会	

冒険あそび場せんだい・ 
みやぎネットワーク	

西公園プレーパークの会	

大槌町	 石巻市	 仙台市	 岩沼市	仙台市	石巻市	



最近の主な研究・実践活動　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

①まちづくり学習	
	

	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

大槌町	

基本設計へ	

公募条件への採用	 プレゼンへの反映	

教育委員会への報告	

アイデア咀嚼	 提言	 報告書作成	

教室デザインワークショップ　小学5年	

体験・ミニ講座	 模型作成	 完成発表	

未来の教室を考えよう	
2012.10〜11			

対象　赤浜小・安渡小・大槌北小・大槌小	



未来の教室を考えよう　　　　2016.11.12	大槌学園新校舎完成披露会　展示パネル　　　　	



最近の主な研究・実践活動　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

①まちづくり学習	
	

	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

石巻市	

色彩花壇デザインワークショップ　中学２年	

花苗ポット作成	 色彩ハンギング作成	

基本計画案作成	

アイデア分析	
模型による
提言	

報告会	

公園デザインワークショップ　中学１年	

体験・ミニ講座	 模型作成	 完成発表	

子どもたちが描くみんなの公園
2015.4〜継続中	

対象	
門脇中学校	
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子どもたちが描くみんなの公園　　2015.	5〜2016.3	石巻市立門脇中学校１学年　　　　	



色彩花壇づくりワークショップ　　　　　2016.	5〜7	石巻市立門脇中学校２学年　　　　	
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最近の主な研究・実践活動　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

①まちづくり学習	
	

	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

仙台市	

地域発表会	

地域の方を招いて	 国連防災会議での発表	

まちづくり学習	

ミニレクチャー	 基準づくり	 模型づくり	

未来のまちづくりワークショップ　小学６年	

総合的な学習の時間　集大成の授業	

事前学習	

環境学習	 防災学習	 まち探検	

未来の七郷まちづくり	
2012.10〜継続中	

国連防災会議パブリックフォーラムでの発表	



未来の七郷まちづくりワークショップ　2012.	10〜	仙台市立七郷小６学年　　　　	
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最近の主な研究・実践活動　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

②こどものまち	
	

	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

石巻市	

子ども会議	

振返り	 写真展	

子どものまち　中心商店街　２日間	

店舗	 行政	
ストリート
パーティ	

子ども会議	

出店計画	 お店体験	 交流会	

子どものまち・いしのまき	
2012.10〜継続中	

子どものまち・いしのまき実行委員会　主催	



子どものまち・いしのまき　　　　　　　　　　2012.	10〜	石巻市中心商店街　　　　	



最近の主な研究・実践活動　　　　　　山形大学　佐藤慎也	
2011年〜　 
子どもと築く復興まちづくり	

③冒険遊び場	
	

	

	

	

	

日本ユニセフ協会	

竹中工務店	

山形大学	

大槌町	

Light	up	Nipponへの参加	

地域の方とランタンづくり	 落書きハウスの設置	

冬の里山まるごとプレーパーク	

四季の郷	 みずきだんごづくり	 凧揚げ	

秋の里山まるごとプレーパーク	

栗の毬での焼き芋	 芋煮	 遊ぼうパン	

夏の里山まるごとプレーパーク	

花壇づくり	 ボート遊び	 スイカ割り	

里山まるごとプレーパーク	
2014.7〜継続中	

他大学学生・	
地元の方の協力	



里山まるごとプレーパーク　　　　　　　　　　2014.	7〜	大槌町　　　　	



里山まるごとプレーパーク　　　　　　　　　　2014.	7〜	大槌町　　　　	

Light	up	Nipponへの参加	



最近の主な研究・実践活動　山形大学　佐藤慎也	
1986年〜 
冒険あそび場の実践・研究	

①被災地の遊び場活動	
②「新しい東北」の取組み	
③復興住宅地の 
　　コミュニティ再生の試み	

	

	

日本冒険遊び場 
づくり協会	

冒険あそび場せんだい・ 
みやぎネットワーク	

西公園プレーパークの会	

岩沼市	仙台市	石巻市	



冒険あそび場せんだい・みやぎネットワーク　　　　　	



日本冒険遊び場づくり協会　　全国研究集会　2016.11.25-27　　　　　	

子どもの遊ぶ笑顔が
地域を創生する第7回冒険遊び場づくり全国研究集会＋関連企画

2016.11.20～27 IN 宮城県仙台市・富谷市

子どもの遊びの本質を考え、感じる1週間
2016年11月 20日（日）～23日（水）子どもの“遊ぶ”がまちにあふれる写真展 【無料】

25日（金） 記念フォーラム 困難を抱える子どもへの支援と冒険遊び場づくり【参加費無料、資料代500円】

26日（土）・27日（日）第7回冒険遊び場づくり全国研究集会 【参加費5000円、1日でも2日でも同じ、分科会等事前申込要】

主催： 特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会 【平成28年1１月2日公開版】



 

                                  

プレス発表資料                 

 

                                   平 成 2 8 年 1 1 月 1 5 日                  

山 形 大 学 

学生が空き家をリノベーション！“Agasuke House”がオープンします 

「山形の魅力をたくさんの人に発信したい。年々増加する空き家の問題に学生だけで挑
んでみたい。実践的な学びの場を創りたい。」という思いから、学生たち3人が山形県東
根市にある空き家をリノベーションし、学生だけでシェア＋ゲストハウスを創り上げる取
り組みを行っています。目的は、外国人も気軽に山形に訪れ、利用できるような環境をつ

くっていくこと、若い力で山形を盛り上げていくこと。東北芸術工科大学の学生とも協力
して、リノベーションを進めている学生たちの“Agasuke House”が、今月末にオープ
ンします。 

１． 背景 

メンバーは国際交流を通して知り合った高橋幹佳（理学部3年）、羽田春香（人文学部

2年）、柴田英徳（工学部4年）の3人。山形に居ながらも、たくさんの人と関わることで

山形の魅力を発見してきた彼らは、もっとたくさんの人に魅力を発信していきたいとい

う思いから、地域に根付き、目に見える形としてAgasuke Houseを創りたいと考えました。 

 

２． 活動内容と今後について 

Ⅰ．Agasuke Houseについて 

 今年の4月下旬から活動に着手し、メンバーは、東根市が行っている「空き家バンク」

という制度を活用して、物件を見つけました。しかし、その物件は、水周りを中心とした

改修工事をする必要があったため、クラウドファンディングを利用し、改修費用を集める

ことを決意。今年の9/16から10/6までの20日間で行い、たくさんの方からご支援を頂き、

必要な資金を集めることができました。建築や経営の専門ではないため、様々な知識を得

るために時間を要しましたが、11/30のオープンに向けてプロジェクトを進めています。 

・所 在 地：〒999-3727 山形県東根市野川2584 

・スケジュール：11/12 学生ボランティアとAgasuke Houseの掃除、片付け、 

11/27 東北芸術工科大学の学生の協力を得て外観整備、お風呂場の改修 

11/30 オープン 

 

Ⅱ．今後の抱負 

 活動の軸となる部分は「山形の魅力を発信する」ことです。加えて、学生が主体となる

ことで、机上で得た知識を実践的に活用できる環境を提供し、学生の学びが最大化される

場所となるようにしていきたいと考えています。Agasuke Houseから山形の魅力をどう発

信していくか、地元にどのような貢献ができるのか考えていきたいと思います。 

 

 （お問合せ先） 

総務部総務課広報室 

電話023-628-4008 
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                                   平成２８年１１月１５日                  

山 形 大 学 

 

山形県地質図（10万分の1）を出版 ～50年ぶりの発行～ 

山形応用地質研究会(※)が長年編集を続けてきた山形県地質図（10万分の1サイズｘ4
地区）が11月末に山形大学出版会から出版されます。 
また、１２月１１日には、出版発表会を開催しますので，ぜひご参加ください。 

 

●山形県地質図（10万分の1）出版について 

 山形応用地質研究会が長年編集を続けてきた山形県地質図（10万分の1サイズｘ4地

区）が11月末に山形大学出版会から出版されます。今回の山形県地質図は、山形県鉱業

課発行、神保 悳著、 20万分の1 山形県地質図幅説明書が昭和 40年（1965年）に作成

されて以来の約50年ぶりのものです。「山形大学 山形県地質図監修委員会」の監修を

経て、説明書付で完成し、発表の運びとなりました。 

 

●山形県地質図（10万分の1）出版発表会 

 今回、新たな山形県地質図を広く一般に知っていただき、自分が住んでいる山形の大

地の成り立ちや地質図を読み解き、防災や地域づくりに生かしていただくことを目的に

別紙のように出版発表会を開催します。プログラム等詳細は別紙をご覧ください。 

テーマ：「防災や地方創生につながる新たな山形県地質図の概要と利活用」 

日 時：平成28年12月11日(日）14:00～15:30 

会 場：山形市保健センター視聴覚室（霞城セントラル３F) 

対 象：どなたでも参加可能です（定員140名）参加無料 

 

 

※「山形応用地質研究会」は、教育機関、官公庁、企業など多岐の分野で活躍する会員

からなり、応用地質に関する学識の進歩に寄与するため昭和55年に発足したものです。 

 

    
（お問合せ先） 

 学術研究院教授（構造地質学）大友幸子 

 電話 023-628-4424 



平成 28年 11月 15日 

 各  位 

山形応用地質研究会 

会長  吉田 郁夫 

 

「山形県地質図（１０万分の１）」発表会（出版記念）のご案内 

 

 晩秋の季節となりました。 

 このたび、当会で長年編集を続けてきた山形県地質図についてわかりやすい説明書も加

え、「山形大学 山形県地質図監修委員会」の監修を経て完成し、発表の運びとなりました。 

 「山形応用地質研究会」は、教育機関、官公庁、企業など多岐の分野で活躍する会員が

相互に成果･情報を交換しつつ、応用地質に関する学識の進歩に寄与するため昭和 55年に

発足したものです。 

 今回、新たな地質図を広く一般に知っていただき、自分が住んでいる山形の大地の成り

立ちや地質図を読み解き、防災や地域づくりに生かしていただくことを目的に発表会を開

催します。多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

開催テーマ 「防災や地方創生につながる新たな山形県地質図の概要と利活用」 

 

日   時  平成 28年 12月 11日(日）14:00～15:30 

会   場  山形市保健センター 視聴覚室（霞城セントラル３F) 

       （山形市城南町一丁目 1番 1号） 

対   象  どなたでも参加可能です（定員 140名）  参加費無料 
           ※（一社）建設コンサルタント協会継続教育（CPD)プログラムの認定が必要な方は事前申込みをお願いします。 

プログラム 

      ○基調講演      

        「山形の大地」 山形大学名誉教授       山野井 徹 氏 

      ○地質図の概要説明 元山形県工業技術センター所長 田宮 良一 氏 

                前山形県技術士会会長     本田 康夫 氏                

      ○地質図の利活用  山形大学学術研究院教授    大友 幸子 氏 

 

そ の 他  

      ○この発表会は（一社）建設コンサルタント協会継続教育（CPD)プログラム

の認定を受けております。 

      ○山形県地質図を予約されていた方につきましては、この発表会で直接お渡

しできます。 

 

主   催  山形応用地質研究会 

共   催  山形大学出版会 

後   援  山形県、山形県教育委員会、山形大学、日本技術士会山形県支部、 

山形県測量設計業協会、山形県地質土壌調査業協会、 

山形県建設コンサルタント協会、山形県さく井技術協会 

                  【 問い合わせ先 】  

山形応用地質研究会 大友 ℡023-628-4424 

メール yukiko@e.yamagata-u.ac.jp  



　　郵便振替用紙の記入例：　４地域セット　　　　　２セット（３０，０００円）　送料（５１０円）	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４地域セット（会員）　１セット（１０，０００円）　送料（３６０円）	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄内　１部、最上　１部　　　　（１０，０００円）　送料（３６０円）	

　　送金先口座番号　０２４９０‐４‐５１２３　（名義：山形応用地質研究会）	

　　これ以外の方法をご希望の方はお問い合わせ下さい（e-mail推奨）。	


山形県地質図（10万分の1） 
著者：山形応用地質研究会　　監修：山形大学山形県地質図監修委員会　　 
発行所：山形大学出版会 

「山形応用地質研究会」は、教育機関、官公庁、企業など多岐の分野に活躍する会員が相互に成果・
情報を交換し、応用地質学の進歩に寄与するため、昭和55年に創立されたものです。	

 今回、当会では新たな地質図を広く一般に知っていただき、私たちが住んでいる山形の大地のなり

たちや地質図を読み解き、防災や地域づくりなどに生かしていただくことを目的に、新たな「山形県地
質図（10万分の1）」を発刊しました。	


■地質図（説明書付）　※図はイメージです 

4地域セット	
 定価20,000円（税別）	
 地域別売	
 定価6,000円（税別）	


4地域セット:15,000円（会員は10,000円）地域別売り:5,000円	


４地域セット １部３６０円、２～３部５１０円、４部以上はお問い合わせ下さい．　	
  
地域別 ３部まで３６０円、４～６部５１０円、それ以上はお問い合わせください．	


≪購入方法≫	

 郵便振替用紙(郵便局備付)の通信欄にご購入の内容，送付先住所，氏名，電話
番号をご記入のうえ、ご送金下さい。 
　　※会員特価は山形応用地質研究会正会員(個人)１セットまで	


≪問い合わせ先≫　９９０‐８５６０　山形市小白川町１‐４‐１２　山形大学地域教育文化学部大友研究室	

　　　　　　　　　　　　　Eメール　yukiko@e.yamagata-u.ac.jp　　電話　023-628-4424（研究室に在室時のみ）	

　　　　　　　　　　　　　ＵＲＬ　  http://www.geocities.jp/yamagataoyo/　（問い合わせフォームをご利用下さい）	


（平成29年3月まで） 

出版記念特価(平成29年3月まで)　	


【	
  	
  	
  	
  送  料	
  	
  	
  】	
  
（レターパック） 	




山形県地質図 20万分の1 
 
 神保悳著 
 山形県工業課 

初版 昭和35年7月発行 
改訂版 昭和40年1月発行 
新訂版 昭和46年3月発行 
 

新訂版 昭和46年3月発行 

山形県地質図（10万分の1）を出版 
～50年ぶりの発行～  



新潟（2010） 

村上（1999） 仙台（1987） 

新庄および酒田（1988） 

産業技術総合研究所地質調査総合センター 20万分の1地質図幅 

福島（2003） 



産業技術総合研究所地質
調査総合センター 

20万分の1日本シームレ

ス地質図®は，これまで出
版されてきた地質図幅の
図郭における境界線の不
連続を，日本全国統一の
凡例を用いることによって
解消した新しい地質図で
す． 



土地分類基本調査 山形県   
（山形県5万分の1地質図を含む） 

産業技術総合研究所地質調査総合センター 
5万分の1地質図幅 出版状況 
 

山形県内は5万分の1地

質図が作成されてないと
ころ多数 



最上地域 

庄内地域 



村山地域 置賜地域 



・これまで刊行された既存資
料の情報と編集者の知見を，
10万分の1に縮尺して盛り込
んだ． 
 
・全県1枚でにするのは大き

すぎるので，行政単位でもあ
り，地質構造状の区分でもあ
る庄内，最上，村山，置賜の
4地域に分割した． 
 

山形県地質図（10万分の1）を作成するに当
たって 



・地層区分は同じ岩種･同じ層準の地層は 
同じ色で表現した‘地域により地層名が異 
なるものは略号を加えた． 
 

･編図に当たっては，土砂災害や環境保全等
の応用地質等への配慮から，新第三系に重
点を置いた． 



× 

ヤマガタダイカイギュウが生息していた内湾の浅海 

この頃，山寺火山（カルデラ火山）
が噴火 
デイサイト凝灰岩（山形県の岩石） 

深海域 

出羽山地も当時は深海だった 

1500万年前 
 

800万年前 
 

地質図説明書より 

山形県地質図の活用 
・郷土の生い立ちを理解する基礎資料 
・行政･教育，民間企業の活用 
   ・・・環境保全，防災，建築物の基礎など 
   ・・・・県内各市町村教育委員会に謹呈 
 

山形県の化石 



開催テーマ 「防災や地方創生につながる新たな山形県地質図の概要と利活用」 
  
日   時  平成28年12月11日(日）14:00～15:30 
会   場  山形市保健センター 視聴覚室（霞城セントラル３F) 
       （山形市城南町一丁目1番1号） 
対   象  どなたでも参加可能です（定員140名）  参加費無料 
           ※（一社）建設コンサルタント協会継続教育（CPD)プログラムの認定が必要
な方は事前申込みをお願いします。 
プログラム 
      ○基調講演      
        「山形の大地」 山形大学名誉教授       山野井 徹 氏 
      ○地質図の概要説明 元山形県工業技術センター所長 田宮 良一 氏   
                前山形県技術士会会長     本田 康夫 氏                
      ○地質図の利活用  山形大学学術研究院教授    大友 幸子 氏 
  
そ の 他  
 ○この発表会は（一社）建設コンサルタント協会継続教育（CPD)プログラムの認定を受けて
おります。 

「山形県地質図（１０万分の１）」発表会（出版記念） 



 

プレス通知資料               （概 要） 
                                 

平成２８年１１月１５日 

山 形 大 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．廣瀬教授がＪＳＴの大学発新産業創出プログラムに採択されました 
山形大学 学術研究院教授 廣瀬文彦（電気電子工学）の「室温原子層堆積法による金属酸化物ナノコーティング

技術の事業化」研究が、JST大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ）「プロジェクト支援型」における平成２

８年度第３サイクル審査分に採択されました。本プロジェクトでは、室温（無加熱）で、複雑形状の対象物に、ナ

ノメートル単位で均一に、金属酸化物（セラミック等）を、多数同時にコーティングすることができる、小型コー

ティング装置を開発します。           （本件は、11/9工学部長記者懇談会で説明したものです。） 

 

２． 社会人力育成山形講座 総括フォーラムの開催 

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」採択事業「美しい山形を活用した『社会人力育成山形講

座』の展開」の取り組みについての成果報告会として、「山形講座から見えてきた大学教育と次世代育成」と題し

た総括フォーラムを開催します。 

日 時：平成28年12月16日（金）13：00～17：00 

 会 場：ホテルメトロポリタン山形 ３Ｆ「出羽」 

対 象：一般、県内の学生・教育関係者、県内企業関係者（参加無料） 

 

３．山形大学校友会設立１０周年記念事業のご案内 

設立から10周年を迎える山形大学校友会では、この機会に、大学を支えていただいている地域の方々はじめ、県

民の皆さま、山形大学の学生、卒業生、学生の保護者及び教職員が親交を図り、山形大学の応援団として「山形大

学コミュニティ」の醸成と強化に繋げることを目的として、記念事業（記念講演会、記念式典、祝賀会）を企画し

ました。 

     日 時：平成２８年１１月２５日（金） １４：３０～１９：３０ 

会 場：小白川キャンパス内 

 

 

４．バーチャルオープンキャンパスはじめました 

山形大学まで足を運ぶのが難しいという方のために、インターネット上で体験できる「バーチャルオープンキャ

ンパス」を大学ホームページに開設しました。キャンパス風景や入試についての動画をはじめ、キーワードに沿っ

た大学説明などのコンテンツを用意していますので、お気軽にアクセスしてください。 

http://www.yamagata-u.ac.jp/enroll/ （大学トップページからアクセスできます。） 
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                                   平成28年11月15日                  

山 形 大 学 

廣瀬教授がＪＳＴの大学発新産業創出プログラムに採択されました。  

山形大学  学術研究院教授  廣瀬文彦（電気電子工学）の「室温原子層堆積法によ
る金属酸化物ナノコーティング技術の事業化」研究が、JST大学発新産業創出プ
ログラム（ＳＴＡＲＴ）「プロジェクト支援型」における平成２８年度第３サイ
クル審査分に採択されました。  

 1.概要  

研究課題：室温原子層堆積法による金属酸化物ナノコーティング技術の事業化  

代表研究者：山形大学  学術研究院教授  廣瀬文彦（電気電子工学）  

事業プロモーター：野村ホールディングス株式会社  

研究期間：H28年12月～H31年３月（予定）  

予算規模：年間三千万円程度（総額１億円程度）  

 

2. 大学発新産業創出プログラムとは  

本プログラムは、ベンチャーキャピタルなどの事業化ノウハウを持った人材を「事業

プロモーター」として活用し、研究者とともに事業戦略・知財戦略を構築しつつ市場や

出口を見据えた研究開発と事業育成を一体的に推進し、ベンチャー企業の設立を目指し

ます。  

本プログラムでは、大学などの研究者から技術シーズの申請を受け、事業プロモータ

ーは応募された技術シーズのうち事業化の可能性があると判断される技術シーズを絞り、

研究者とともにビジネスモデルを検討します。その後、提案される技術シーズやビジネ

スモデルなどに対して、外部専門家で構成される委員会にて審査（事前評価）を実施し、

その結果をもとに新規プロジェクトを決定します。本年度、88件提案があった中で、本

課題は第３サイクル分の審査で採択されました。山形大学では三例目の採択になります。 

（参考：http://www.jst.go.jp/start/index.html）  

 

3.本技術の概要  

本プロジェクトでは、室温（無加熱）で、複雑形状の対象物に、ナノメートル単位で

均一に、金属酸化物（セラミック等）を、多数同時にコーティングすることができる、

小型コーティング装置を開発します。本技術により、製造装置の内部や、精密部品・有

機エレクトロニクスなどへのコーティングサービスを提供するベンチャーの設立を目指

します。本技術により複雑で精密な構造をもつ製造装置、精密機械、部品に対して、コ

ーティングにより耐久性を向上させ、製品の生産能力、競争力の向上に貢献します。  

 

 

 

（お問合せ先）  

 山形大学学術研究院教授  廣瀬  文彦（電気電子工学）  

電話：0238-26-3767 

E-mail： fhirose@yz.yamagata-u.ac.jp 



三次元・同時多数処理を可能にした室温原子層堆積技術 

技術概要 

• 本技術は、無加熱の室温で無機酸化物薄膜（シリカ、アルミナ、チタニア、ハフニア）を厚さ50nm
程度で低コスト・大量形成する技術であり、施工膜は耐腐食コート、ガスバリア、食品保存、濡れ疎水
性制御、誘電体膜としての利用が可能である。 

• 本技術は、原料に有機金属ガスとプラズマ化された水蒸気を用い、これらガスを交互導入することで、
低温かつダメージレスで薄膜施工を行う。 

 

 

 

 

応用例 

ガスバリア 

食品包装、飲料用PET、薬品パッケージ、電
子部品、有機EL、太陽電池 

防食コート 

塗装下地処理 

金属部品、真空容器、メタル配管、精密部品
防錆、プラスティック強靭化、切削カッター 

プラスティック塗装、接着剤塗装 

医療部品・バッテリー 

ステント、ペースメーカー、 

DNA検査装置、Liイオン電池 

装置イメージ 

原料ガス：有機金属ガスと 

       プラズマ化された水蒸気 

 

3つの革新性 
 

 室温プロセス  ：低ダメージ、低コスト 

 大量同時成膜  ：製造コストダウン 

  全面処理     ：ガスバリアコートに好適 

組み合わせの妙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ar 
 

Matching  

Box 

13.56MHz 

原料ガス 

被処理基板 

複数同時処理できます 

リモートプラズマ源 

排気 

 

反応容器 60℃ 

Variable Leak Valve 

純水 
 

MFC 
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平成２８年１１月１５日                  

山 形 大 学 

社会人力育成山形講座 総括フォーラムの開催 

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」採択事業「美しい山形を活
用した『社会人力育成山形講座』の展開」の取り組みについての成果報告会として、「山
形講座から見えてきた大学教育と次世代育成」と題した総括フォーラムを開催します。 

 

山形大学を代表校として、県内の高等教育機関や山形県等関係団体と協働して4年

間取り組んできた「社会人力育成山形講座」について、基調講演、成果報告及びパネ

ルディスカッションを通して総括すると共に、山形講座の成果を踏まえながら、今後

の大学教育のあり方や社会が求める人材についての展望を行います。 

◆総括フォーラム実施概要 

 日時：平成28年12月16日（金）13：00～17：00 

 会場：ホテルメトロポリタン山形 ３Ｆ「出羽」 

対象：一般、県内の学生・教育関係者、県内企業関係者（参加無料） 

 内容：1．基調講演 「企業が求める人材像について」 

       講師 齋藤 峰彰（株式会社セゾンファクトリー顧問） 

２．成果報告 

３．パネルディスカッション 「山形講座から見えてきた大学教育と次世代育成」 

※詳しくは、別添チラシをご参照ください。  

◆社会人力育成山形講座とは 

 文部科学省の平成24年度大学間連携共同教育推進事業に採択された「美しい山形を活

用した『社会人力育成山形講座』の展開」の取組みとして、平成25年4月にスタートしま

した。山形県内の多彩な教育資源を取り入れながら、国公私立の枠を超えた山形県内の高

等教育機関、自治体および経済界が連携した共同教育事業で、学生の社会人力（コミュニ

ケーション力、課題解決力、リーダーシップ）を育成するものです。「感じる山形～教科

書の向こう側へ～」、「地域デザインin東沢バラ公園」、「起業論」、「リーダーシップ

論」など、これまでに延べ109の授業科目を開講し1,800人の学生が履修しました。 

■連携高等教育機関（構成校含む）： 

山形大学、山形県立保健医療大学、東北芸術工科大学、東北公益文科大学、東北文教大

学、山形県立米沢女子短期大学、羽陽学園短期大学、東北文教大学短期大学部、鶴岡工

業高等専門学校、山形県立産業技術短期大学校、山形工科短期大学校の県内11機関 

■連携機関： 

山形県、山形県市長会、山形県町村会、山形県商工会議所連合会、山形県商工会連合会、

山形県中小企業団体中央会、(一社)山形県経営者協会の県内8機関 

 

 

※詳しくは下記のサイトをご覧ください 

http://sodateru-y.jp/ 

（お問合せ先） 

 教育・学生支援部サテライト 

         尾形、庄司 

電話 023-641-2681 
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平成２８年１１月１５日                  

山 形 大 学 

山形大学校友会設立１０周年記念事業のご案内 

山形大学校友会（会長：小山清人学長）は平成１８年１２月６日に設立され、山形大
学における全ての学部の在学生とその卒業生、役員、教職員、退職者等の会員（生涯会
費10,000円）で構成され、“山大応援団”として山形大学や山形大学の学生等を支援

する全学的な組織です。今年、設立から10周年を迎えます。この機会に、大学を支え
ていただいている地域の方々はじめ、県民の皆さま、山形大学の学生、卒業生、学生の
保護者及び教職員が親交を図り、山形大学の応援団として「山形大学コミュニティ」の
醸成と強化に繋げることを目的として、記念事業を企画しました。 

 

  ◆日 時：平成２８年１１月２５日（金） １４：３０～１９：３０ 

 

  ◆会 場：小白川キャンパス内 

        

★記念講演会 

時間・場所：１４：３０～１６：１０ 基盤教育２号館２階２２１講義室 

講演題：自分の人生を通じて伝えたい「元気・勇気・夢」 

                ～ファミリーマート再建の経験に学ぶ！～ 

     講 師： ユニー・ファミリーマートホールディングス株式会社  

                      代表取締役社長   上 田 準 二 氏 

                        （山形大学文理学部卒・山形大学経営協議会委員） 

    ※ 「記念講演会」は、招待者と基盤教育授業とのコラボ開催です。  

どなたでも参加できますが、すでに221講義室は満杯のため、第二会場 

（211講義室）で遠隔配信により視聴いただきますのでご了承ください。  

               

★記念式典（一般の方の参加はご遠慮いただいております） 

時間・場所：１６：３０～１７：１０ 山形大学文化ホール  

    ※ 「記念式典」には、来賓として山形県知事、山形市長、山形銀行頭取及び山形

南高校校長様等はじめ多くの皆さまに出席いただく予定です。  

 

★祝賀会（一般の方の参加はご遠慮いただいております） 

時間・場所：１７：３０～ 山形大学厚生会館１階食堂ホール   

 

 

◆記念事業として実施する主なもの： 

  (1)記念講演会の開催（28.11.25開催 …案内チラシは別添のとおり） 

   (2)記念式典・記念祝賀会の開催（28.11.25開催） 

   (3)山形大学校友会のシンボルネーム又は愛称の募集（28.7.11～28.9.30） 



 

   (4)校友会会員「卒業同窓生の集い」への支援募集（28.7.11～29.1.20） 

     (5)「関西セミナーby山形大学」の記念開催〈関西地域〉（29.2.18開催） 

     (6)学生による「校友会支援事業」の成果発表会の記念開催（28.7.26＆10.28開催） 

   (7)新入生への入会記念品贈呈《「学生朝食奨励券」進呈（28.4.5入学式にて実施）》 

 

  ◆記念事業の実施体制： 

［校友会設立10周年記念事業実施委員会委員］ 

            委員長  大場 好弘 山形大学理事･副学長〈校友会理事〉 

            副委員長 野村 一芳 ふすま同窓会会長〈校友会理事〉 

 委 員    山崎洋一郎 一般社団法人米沢工業会理事長〈校友会理事〉 

              〃      齋藤 博行 農学部鶴窓会副会長〈校友会理事〉 

               〃      竹田 隆一 山形大学学術研究院教授 

（地域教育文化学部担当〈校友会理事〉） 

               〃     山川  光徳   〃  （医学部担当〈校友会理事〉）    

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学校友会事務局 

電話 023-628-4867 



自分の人生を通じて伝えたい

「元気・勇気・夢」

校友会設立１０周年記念事業「記念講演会」

◆校友会設立10周年記念事業の目的

校友会設立１０周年をお祝いし、１０年の歩みを振り返りながら、大
学を支えていただいている地域の方々はじめ、県民の皆さま、山形大
学の学生、卒業生、学生の保護者及び教職員が親交を図り、山形大学
の応援団として「山形大学コミュニティ」の醸成と強化に繋げること
を目的としています。

主催：山形大学校友会・校友会設立10周年記念事業実施委員会

記念講演会終了後、下記のイベントを予定しています。

★記念式典（16:30～）場所：山形大学文化ホール 
★記念祝賀会（17:30～）場所：山形大学厚生会館食堂ホール
※一般の方の参加はご遠慮いただいております。

 平成28年

11/25
14:30～16:10

山形大学 小白川キャンパス
基盤教育2号館2階221講義室 場所

ユニー・ファミリーマートホールディングス株式会社
代表取締役社長

上田 準二 氏
上田氏は大学時代を山形大学で過ごされ、卒業後は日本でも有数の商社である伊藤忠商

事に入社し、その後さまざまな業務経験を積まれ、特にファミリーマートの再建を託さ

れた人物として尽力されたことは衆知のことである。

校友会設立10周年を記念した今回の講演会では、山形大学の卒業生のお一人としてご

自身の人生経験やファミリーマート再建の過程における失敗談や成功談を通じて、これ

からの未来を生きる後輩学生らに「元気・勇気・夢」を熱く語っていただきます。

秋田県横手市出身
1970年山形大学文理学部卒
山形大学経営協議会委員
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平成２８年１１月１５日                  

山 形 大 学 

バーチャルオープンキャンパスはじめました 

山形大学まで足を運ぶのが難しいという方のために、インターネット上で体験できる
「バーチャルオープンキャンパス」を大学ホームページに開設しました。キャンパス風
景や入試についての動画をはじめ、キーワードに沿った大学説明などのコンテンツを用

意しました。いつでも、どこでも、お気軽に山形大学の魅力に触れていただけるサイト
です。 

山形大学では、高校生・保護者のみなさまに、山形大学をもっと知っていただくため、
毎年度オープンキャンパスを開催しております。入試等の入学前の情報、大学でどんな
ことが学べるか、どんな生活を送るのか、どんな資格が取得できるか、といった、入学
後の情報、そして、卒業後にどういった進路に進めるか、といった卒業後の進路の情報

等を公開しています。 
 

このたび、もっと山形大学を知りたい、
山形大学のことについて相談したい保護者

の皆さまや、山形大学に興味がある高校生
に広く情報を提供するため、「山形大学バ
ーチャルオープンキャンパス」というウェ
ブサイトを開設いたしました。 

 

【動画コンテンツ】 

・キャンパス風景 

・国立大学で学ぶことについて 

・平成29年度入試について 

 

【大学説明】 

気になる７つのキーワード「学」「留」「入」

「食」「住」「金」「卒」に沿って、山形

大学の魅力を紹介しています。 

 

【アドレス】 

http://www.yamagata-u.ac.jp/enroll/ 
 

大学トップページからアクセスできます 

 

（お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント部 

EM企画課 EM担当 

電話 023-628-4063 



山形大学　バーチャルオープンキャンパス

問い合わせ：山形大学エンロールメント・マネジメント部EM企画課
tel 023-628-4063　　fax 023-628-4144　　mail enroll@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

yamagata-u.ac.jp/enroll/

分かりやすい動画コンテンツが充実!!

7つのキーワードにそった
大学説明
「学」「留」「入」「食」「住」「金」「卒」の気にな
る7つのキーワードに沿って山形大学の
魅力を紹介します。

気軽に質問できる
問い合わせフォーム
バーチャルオープンキャンパスだけでは
分からないことも、問い合わせフォームか
ら気軽に質問できます。

「山形大学まで足を
運ぶことが難しい」

という方のために、

インターネットから
も体験できるオープ

ンキャンパスを開催
しています。

分かりやすい動画に
よる説明をはじめ、

内容もりだくさん。

ぜひ、お気軽にアク
セスしてください!

  いつでも、自宅で、オー
プンキャンパス!!

山形大学ホームページ
で

バーチャルオープンキャ
ンパス

はじめました!!

キャンパス風景 国立大学で
学ぶことについて

平成29年度
入試について


